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■メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、内臓脂肪の蓄積により、高血圧・高血糖・脂質異常症などが重複した状態のことです。自覚症状
はほとんどなく、放っておくと動脈硬化が急速に進行し、心臓病や脳卒中などの病気の引き金となります。

■特定保健指導は、健診結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による予防効果が多く期待できる方に対して、生活習慣を
見直すサポートを行うものです。
■保有するリスク数に応じて、「動機付け支援」と「積極的支援」に分類されます。ただし、「積極的支援」であっても、65歳以上の方は「動機付け
支援」の対象となります。また、高血圧症、脂質異常症又は糖尿病の治療で服薬中の方については、特定保健指導の対象とはなりません。

確認
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①血　糖：（空腹時血糖、随時血糖∗）100mg/dl以上
　　　　　または、HbA1c（NGSP値）5.6％以上

②脂　質：中性脂肪150mg/dl以上または 
　　　　　HDLコレステロール40mg/dl未満

③血　圧：収縮期血圧130mmHg以上または
　　　　　拡張期血圧85mmHg以上

∗食事開始から3.5時間以上経過していること

　

‹ 動機付け支援 › 保健師等とともに改善策を決め、３か月後に成果を確認します。
‹ 積 極 的 支 援 › 保健師等とともに改善策を決めた後、３～６か月程度の継続的なサポート
　　　　　　　　を行います。
‹ 情 報 提 供 › 特定保健指導の対象ではありません。このリーフレットをご活用いただき
　　　　　　　　生活習慣を見直すきっかけとしてください。

■メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、内臓脂肪の蓄積により、高血圧・高血糖・脂質異常などが重複した状態のことです。自覚症状は
　ほとんどなく、放っておくと動脈硬化が急速に進行し、心臓病や脳卒中などの病気の引き金となります。

■特定保健指導は、健診結果（保有するリスク数）から、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による予防効果が多く期待できる方に
　対して、生活習慣を見直すサポートを行うものです。
■特定保健指導は、保有するリスク数に応じて、「動機付け支援」と「積極的支援」の支援コースに分類されます。

※65歳以上の方は、「積極的支援」であっても「動機付け支援」の対象となります。
※高血圧症、脂質異常症又は糖尿病の治療で服薬中の方は、特定保健指導の対象とはなりません。

皆様がご自分の健康状態を把握しながら、よりイキイキとした毎日を送られるように協会けんぽがサ
ポートいたします。是非この機会を通じて「健康」について再確認してみましょう！
サポートを希望される方や、その他詳細は協会けんぽ支部までご相談ください。

　普段通りに歩く  


